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　　　　　　　社会 の グ ロ ー バ ル 化 に 伴 う英 語 学 習

　　 　 　　 　　 一
リ ス ニ ン グ 力 向 髭 の 鍵

一

Keyto 　lmprc）ve 　Listening　CQmprehensic ）n 　in　the　Face　Qf 　Gic〕baiizatic）n

立命館大学 エ ク ス テ ン シ ョ ン セ ン タ
ー講師

　　 　　 　　 　　 　　 　　 桐原　雅 子

　世の 中の イ ン タ
ー一

ネ ッ ト普及などに伴い ，英語で の コ ミ ュ ニ ケ
ー一

シ ョ ン の 必要性が L］に

日に高 ま っ て い る の は 周知の こ とで あ る。 「ある 口突然、会社の 公用語 が英語 に な っ た」

「近い 将 来、英語 が世界共通語 に なる 」 とい う話 さ え、今で は珍 し くな い ほ どで あ る 。

　発表 者は 以前、企業内で 英 語教育を担当して い た が 、い っ た ん外資の 資本 F に入 る と次

か ら次 へ と 新 しい 合併 が繰 り返 されて 会社の 組織が 変わ っ て しま い 、〈英語が で きな けれ

ば、職 務 ．ヒの ス テ ッ プア ッ プも で き な い 〉 と い う現状 も H の あた り に して きた 。

　 こ の ような状 況の もと、　 般 企 業で は 英 語 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 を 測 る 世 界 の

共 通 尺 度 と して TOEIC が 定着 し つ つ あ る 。さ らに学生 の なかで は 、在 学中か ら将 来

を 見据え た キ ャ リア ア ッ プが盛んに 行なわれて きて い る 。

　英語 を母国語 としな い 学生 に と っ て は 、TOEIC ある い は （米 国 ・カナ ダへ の 留学時に

必要 とされ る）Tぐ）EFL の リス ニ ン グセ ク シ ョ ンで 求め られ て い る リス ニ ン グ能力は 非常

に 高度な も のが あろ うe あの ス ヒ・一一・ドで 、しか も 1度 しか 聞 くチ ャ ン ス がな く、メ モ も と

れな い なか で 、内容 を把握 し正 答 を選ぶ 力を養 うの は容 易な こ とで は な い。 しか し、現地

の 大学や実社会で は、 これ こ そが本 当 に求め られて い る 力そ の もの なの で ある 。

　 「ゆ っ く り話 して もらえ る と理解で き る のだ が。ゴ

　 「時間 をかけて考えれ ばわ か る の だが。」　 「何度か聞 くと理解で きる の だが。」

　一一
こ れ で は 実際の 業務にお い て 役に たたな い し、今後は さ らに 、ス ピ

ー ドが求め られ

る よ うに な っ て くる で あろ う n こ の 2 つ の 試験 に共通 する 、「 コ られた ll； ・ 、 しか もリ ス

ニ ングにお い て は 1
齟
しか 耳 くチ 　ンス がない なか で 、正 　に ・日

を こ なす j と い うの が、

ま さに今後、学 生に求 め られ る力で ある こと は疑 う余地 がない 。

　 しか し、残念なが ら年 々 1

ジア言 玉 の な か で も 、に

’
人 壘 生 の 畳 が

za
　 されて お e 、

鞭
語　に つ い て は

　　　　　　　　　　　　一
一
に な っ て きて い る。 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が と れ な い こと が原

因の 1 つ と言われ るが ，ナ チ ュ ラル ス ヒ
… ドで 話 される 英語 に つ い て いけな い 、ま っ た く

異 なる 音に 聞 こえ る 、何を 言っ て い る の か状 況が ま っ た く掴め な い な ど、具 体的に は 種 々

の 問題 が考え られ 、さ らに そ れ らの 問題の 大きな要 因の 1 つ と して 、 リス ニ ン グにお い て

「現 在の 英語 学 習 の な か で 英語 の Sound 　 System を指 導 す る機 会 が な い 」 こと が

挙げ られ る 。 も し、こ の リ ス ニ ン グの 基礎 とな る 音 の 違 い に つ い て 、少 しで も多 くの 学生

に 学ぶ 機会 を 与える こと がで きれば 、 リス ニ ン グ JJはは るか に 高 ま っ て い く で あろ う e 現

に、発表者 が担 当 して い る 年間約 15〔1 名 の 学 生 た ちは 、発表者の 指導方 法に よ っ て 日を

みは る効果をあ げて い る 。
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　今回の 発表 の なか で は、今後ま すます必 要 となる で あろ う英語運 用能力 a 「コ ミ ュ ニ

ケー
シ ョ ン を とるための リス ニ ン グカ」 の 養 成 を念頭 に 置 き、

　
・
　 ナチ ュ ラル ス ピ

ー
ドの 英語 を 聞 く 力を どの よ うに 養 っ て い くの か

　
・
　 どの よ うな学習方法が求め られ、必 要 と され て い る の か

　
・
　 従来の教材 や指導方法との 違 い は何 か

　
一一

な ど、学生 の リス ニ ン グ 力 向上 の た め の よ り具体的 な 指 導 方 法 に つ い て 、実
際の 学 生の 伸長度お よ び発表者の過 去の 実務経験 を踏 まえ なが ら、サ ン プル 教材 を もと に

紹介させ て い ただ きた い。

〈 目的〉

学生 の リ ス ニ ン グ 力向上の 鍵 を握 る 問題点 を把握 した うえで 、英語 を母国語 と する 人 がナ
チ ュ ラ ル ス ピ

ー
ドで 話す内容を聞 き取 るために はどの よ うな 指導が必要 な の か 、学生 各 自

に弱点を認識 させ、よ り具体的な方法を導入する 。

〈方法 〉

1．　 リス ニ ン 駕 い 　
昔 わ れ 　 S　 の 、　ま

“
こに　る の か

・
　英語 と 日本語 の 言語構造の 違 い

・
　 発話 の ス ピー

ド
・
　語彙力 ・音 の 法則 （連結 、省略 s 同化 etc ．）

2 ． SQundSstem 　
t
、 タス　ベ ー

ス の 　プロ ー

゜
　Stress−timed　or 　Syllabie−timed　language？
。
　 Linking
・
　 Elision
・
　 Assimilation
。
　　Contraction ．．．等

3．　 リス ニ ン　　ア ・プの こ めの 目

・
　 ス ピ

ー
ドに慣れ させ るための Shadowing

・
　音の 再生 （Reproduction）は発話能 力 をも高め る

・
　 言い 替え （Paraphrase ） の 勧め

4 ．　
O

モ ンス　　ー
シ ョ ン
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